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薫
風
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
小
鹿
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
推
進
に
際
し
、
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
２
度
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
る
情
勢
下
で
、
契
約
額
の
減
少
等
に

顕
著
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
数

に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
例

年
と
同
様
に
２
４
０
名
前
後
の
登
録
で
推

移
し
、
様
々
な
仕
事
で
多
く
の
会
員
が
就

業
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
順
次
行

わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

に
細
心
の
注
意
を
払
い
日
頃
の
就
業
を
充

実
さ
せ
、
社
会
奉
仕
活
動
、
会
員
の
募
集

活
動
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
の
基
本
理
念
に
添
っ

て
、
社
会
参
加
を
実
践
し
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
く
大
切
な
場
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
就
労
す
る

こ
と
で
、
自
身
の
健
康
の
増
進
や
日
々
の

充
実
を
実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
の
収

束
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年
度
当
初
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人

小
鹿
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長�

福��

島��

弘��

文

３
年
間
の
事
業
実
績

年 度 別 事 業 実 績 推 移
年度

区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度

会 員 数
男 １４８人 １４６人 １４８人
女 ８７人 ８４人 ９０人
計 ２３５人 ２３０人 ２３８人

契
約
金
額

請 負 １２１,５２１,９３０円 １１７,７６１,５９１円 １００,９９５,１３１円
（ 公 共 ） ２９,９４３,００８円 ３２,８８６,８６１円 ３０,６７８,３２５円
（ 民 間 ） ６９,４４５,０４８円 ６３,２３２,０３２円 ５０,５４３,８７９円
（ 個 人 ） ２２,１３３,８７４円 ２１,６４２,６９８円 １９,７７２,９２７円
派 　 　 遣 １０,１５１,９４１円 １０,３９４,３２６円 １０,２８７,４５２円
合 計 １３１,６７３,８７１円 １２８,１５５,９１７円 １１１,２８２,５８３円

役 

員 

紹 

介

役
職
名

氏
　
名

摘
　
要

理
　
事

福
島　

弘
文
理
事
長

森　

真
太
郎
特
別
会
員
・
町
長

新
井　

邦
男
副
理
事
長

黒
沢　

義
則
専
務
理
事

新
井　

忠
雄
総
務
委
員
長

小
出　

安
和
総
務
副
委
員
長

新
井
ト
ク
子
総
務
委
員

髙
橋　

正
明
総
務
委
員

山
中　

一
行
安
全･

適
正
就
業

委
員
長

出
浦　

光
二
安
全･

適
正
就
業

副
委
員
長

髙
橋　
　

聡
安
全･

適
正
就
業

委
員

飯
塚
隆
太
郎
広
報
委
員
長

黒
沢　

隆
治
広
報
委
員

監
　
事
大
久
保
勝
利
広
報
副
委
員
長

浦
島　

正
子
広
報
委
員

任
　
期

　
【
令
和
２
年
６
月
22
日

～
来
年
度
社
員
総
会
ま
で
】
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ひ
ょ
ん
な

事
か
ら
シ
ル

バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入

会
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

き
っ
か
け
は
、

両
神
山
な
ど

の
登
山
道
点
検
の
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ

の
で
あ
る
。
公
称
の
ル
ー
ト
を
実
際
に

歩
い
て
み
て
、
危
険
と
思
わ
れ
る
個
所

や
不
備
な
点
を
報
告
す
る
と
い
う
仕
事

で
あ
る
。

　

得
意
分
野
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
意

外
と
難
し
い
。
子
供
の
頃
か
ら
山
で
暮

ら
し
て
き
た
自
分
と
、
例
え
ば
初
め
て

山
に
触
れ
る
方
々
と
の
経
験
値
や
概
念

が
違
う
か
ら
で
あ
る
。

両
神
山
登
山
道
点
検

山
中
正
彦

両
神
小
森
地
区

　

で
も
最
近
自
分
の
脚
力
も
衰
え
て
き

て
い
る
し
、
山
歩
き
の
バ
ラ
ン
ス
も
悪

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
な
る
べ
く
一
般

的
な
目
線
で
見
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
な
…

　

小
学
校
給

食
配
膳
員
の

仕
事
に
声
を

か
け
て
頂
く

ま
で
私
は
、

嫁
い
で
か
ら

ず
っ
と
家
事

を
し
て
い
ま

し
た
。
短
い
時
間
で
す
が
、
外
で
働
け

る
の
は
と
て
も
新
鮮
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

し
た
。

　

三
小
の
元
気
な
子
供
達
は
、
給
食
大

好
き
で
残
食
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

「
今
日
も
メ
チ
ャ
お
い
し
か
っ
た
！
」

あ
り
が
と
う
の
言
葉
は
元
気
の
源
。
膝

や
肩
の
痛
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
優

し
い
仲
間
達
の
支
え
で
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

感
謝
の
日
々

黒
田
三
代
子

飯
田
地
区

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
で
す
が
、

痛
い
所
も
な
く
、
元
気
で
楽
し
く
仕
事

が
出
来
る
事
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し

て
二
年
目
と

な
り
ま
す
。

仕
事
は
植
木

の
剪
定
作
業

で
、
お
客
様

毎
に
樹
木
、
樹
形
が
異
な
る
た
め
、
そ

の
都
度
作
業
内
容
を
確
認
し
、
喜
ん
で

頂
け
る
よ
う
に
心
掛
け
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
こ
の
作
業
は
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
先
輩

の
皆
さ
ん
に
指
導
を
頂
き
、
会
話
を
大

切
に
頑
張
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

　

夏
は
炎
天
下
、
冬
は
冷
た
い
北
風
と

付
き
合
う
作
業
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、

転
落
、
転
倒
に
注
意
し
「
安
全
第
一
」

で
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
第
一

加
茂
下
司
夫

両
神
小
森
地
区

　

私
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に

お
世
話
に
な

っ
て
、
早
い

も
の
で
十
五

年
に
な
り
ま

す
。
今
は
会

社
の
中
の
掃
除
、
油
拭
き
、
ト
イ
レ
掃

除
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
と
も
お
友
達
に
な
り
、
と
て
も
楽

し
く
仕
事
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
に
注
意
し
仕
事
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

三
十
六
年
間
勤
め
た
仕
事
を
退
職

し
、
の
ん
び
り
し
て
い
た
時
に
、
先
輩

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
働
け
る
事
に
感
謝

今
井
美
代
子

長
留
地
区

あ
れ
か
ら
三
年

茂
木
延
夫

小
鹿
野
地
区

会
員
の
声

会
員
の
声
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国道299号小鹿野バイパス 至秩父市

県道小鹿野線
エルフフルイチ

小鹿野町
シルバー人材センター

町民体育館

小鹿野町役場
バス停町立小鹿野

中央病院
小鹿野
中学校

文化センター

小鹿野
小学校

バス停

文

文

ヤクルト

やおよしイチワタ

トミモ

Ｊ
Ａ
ち
ち
ぶ
Ｇ
Ｓ

ウエルシアセブンイレブン
シルバー人材センターで仕事をしてみませんか

○小鹿野町にお住まいで、概ね60歳以上の方
○健康で働く意欲のある方
○センターの趣旨を理解し、賛同する方
※入会申込みは、随時受け付けております。

　　　　　　　　　　連絡先☎　75－2605

会員資格

会員募集

か
ら
「
両
神
山
で
仕
事
が
あ
る
か
ら
や

ら
な
い
か
」
と
、
誘
わ
れ
て
今
年
で
三

年
目
に
な
り
ま
す
。
清
滝
小
屋
の
清
掃

で
年
間
十
八
回
の
仕
事
で
す
。
毎
回
こ

ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
い
つ
つ
、

先
輩
の
後
を
ひ
た
す
ら
追
い
か
け
て
小

屋
ま
で
登
り
、
疲
れ
た
体
で
掃
除
を
し
、

昼
飯
を
食
っ
て
下
山
の
繰
返
し
で
し
た

が
、
最
近
は
景
色
を
観
る
余
裕
も
あ
る

の
で
、
登
山
者
に
声
掛
け
を
し
、
百
名

山
両
神
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

登
山
者
か
ら
「
ご
苦
労
様
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
た
時
に
は
、
や
っ
て
良
か
っ

た
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
安
全
適
正
・
就
業
開

拓
員
の
仕
事
も
し
な
が
ら
、
長
く
出
来

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
年
の
誕
生
日
で
七
十
二
歳

に
な
る
年
男
で
す
。
お
蔭
様
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
、
間

も
な
く
四
年
で
す
。
皆
様
に
、
こ
れ
ま

で
頂
い
た
温
か
い
ご
指
導
や
ご
支
援
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
近
は
、
主
に
草
刈
り
仕
事
を
し
て

い
ま
す
が
、
自
信
を
持
て
ま
す
。

　

今
年
も
、
健
康
や
安
全
に
留
意
し
、

元
気
に
モ
ウ
ー
、
モ
ウ
ー
・
・
で
す
。

　

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
な

り
二
年
が
過
去
り
ま
し
た
。

　

先
輩
方
の
体
力
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の

姿
を
み
て
勇
気
づ
け
ら
れ
、
足
手
纏
い

に
な
ら
ぬ
よ
う
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
い
っ
た
取
柄
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
人
生
最
後
の
社
会
奉
仕
と
し
て

七
十
五
歳
ま
で
働
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
後
三
年
で
す
。

藤
倉
地
区強

矢
康
夫

下
小
鹿
野
地
区

関
根
　
栄

　

皆
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
、

吉
田
元
気
村
の
仕
事
を
し
て
半
年
近
く

に
な
り
ま
し
た
。
所
長
さ
ん
を
は
じ
め

職
場
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、

お
客
様
と
接
す
る
事
で
毎
日
の
活
力
と

な
り
元
気
で
働
け
て
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

六
回
目
の
年
女
を
迎
え
、
い
つ
も
以

上
に
健
康
と
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
気
を

付
け
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話

な
り
三
年
目
と
な
り
ま
す
。
私
の
仕
事

は
、
葬
儀
、
通
夜
の
受
付
業
務
で
す
。

皆
様
の
ご
指
導
や
、
今
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
て
対
応
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活

様
式
が
一
変
し
ま
し
た
が
、
会
員
の

方
々
と
共
助
の
精
神
で
働
け
る
事
を
生

き
が
い
に
し
、
自
身
の
健
康
に
も
留
意

し
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

小
鹿
野
地
区

田
部
井
里
子

両
神
小
森増

島
敏
雄

年
男

年
女
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草むしり

総会 町道草刈り

草刈機講習会花しょうぶ植付

銀杏収穫下草刈り

杉苗仮植

４月

６月

５月

８月 ９月

７月

10月 11月
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世
界
中
に
感
染
が
拡
大
し
た
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
恐
怖
は
余
所
事

で
は
な
い
。
町
主
催
の
各
種
行
事
や
、

大
勢
の
集
ま
る
大
会
等
が
中
止
と
な

り
暗
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

早
く
収
束
す
る
事
を
願
う
も
の
で

す
。

　

こ
ん
な
状
況
で
も
会
員
は
猛
暑
に

も
寒
さ
に
も
負
け
ず
依
頼
さ
れ
た
仕

事
に
対
応
し
て
い
る
。

　

敬
服
致
し
ま
す
。

　

今
回
第
11
号
発
行
に
対
し
て
も
共

助
の
精
神
を

持
ち
、
働
く

様
子
を
投
稿

い
た
だ
き
有

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
更

に
元
気
で
長

く
働
き
続
け

ら
れ
る
様
願

う
も
の
で
す
。

表
紙
題
字　

故　

石
川
竹
次

シルバー人材センターは
こんな仕事でお役に立てます（*^ ^*）

屋内外作業
●工場内軽作業　　●人力除草
●機械除草　　●農林作業
●広場・公衆トイレ等清掃

●工場内軽作業　　●人力除草
●機械除草　　●農林作業
●広場・公衆トイレ等清掃

サービス分野
●生活援助サービス
●花の水遣り
●室内外の清掃

●生活援助サービス
●花の水遣り
●室内外の清掃

技術を生かす分野
●大工仕事　●ペンキ塗り
●植木の手入れ　●障子・網戸・襖張替え
●宛名書き・筆耕（毛筆）

●大工仕事　●ペンキ塗り
●植木の手入れ　●障子・網戸・襖張替え
●宛名書き・筆耕（毛筆）

管理分野
●運動場管理
●公園等管理
●空家管理

●運動場管理
●公園等管理
●空家管理

まずはお気軽にご相談ください。 シルバー人材センター事務所 ☎75－2605まずはお気軽にご相談ください。 シルバー人材センター事務所 ☎75－2605

広
報
委
員
長　

飯
塚
隆
太
郎

広
報
副
委
員
長　

大
久
保
勝
利

広
報
委
員　

黒
沢　

隆
治

　
　

〃　
　
　

浦
島　

正
子

会
員
の
表
彰

役
員

氏
　
　
名

地
　
区
　
名

近

藤
　

親
飯

田

髙

田

松

生
倉

尾

（
敬
称
略
）

会
員

氏
　
　
名

地
　
区
　
名

黒

沢

富

司
般

若

高

橋

美

正
河

原

沢

斉　

藤　

佳
洋
子
飯

田

石

川

憲

一
下

小

鹿

野

黒

沢

規

次
三

山

（
敬
称
略
）

編

後

集

記

事
務
局
か
ら
の

お

知

ら

せ

　

日
頃
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
事
務
局

で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
毎
日
健
康

で
安
全
に
就
業
が
で
き
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
、
日
々
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

事
務
局
長�

黒
沢
義
則

　

主　
　

任
（
経
理
担
当
）

�

村
上
未
希

　

主　
　

事
（
業
務
担
当
）

�

加
藤
政
美

�

（
令
和
２
年
12
月
15
日
よ
り
）

　

再
雇
用
職
員
（
生
活
支
援
担
当
）

�

今
井
範
子

　
安
全
・
適
正
就
業
推
進
員

　
就
業
機
会
開
拓
推
進
員�

石
田
悦
朗

　
　
　
　

〃　
　
　

�

茂
木
延
夫

�

（
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
）

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事務局
加藤政美

安全・適正就業推進員
就業機会開拓推進員
茂木延夫
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